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［研究の先に見据えるビジョン］

将来のスマートハウスやスマートシティのために世界で数

億個規模のイメージセンサが配備されると予想され、動画

像データ収集・分析における超低消費電⼒化が求められて

います。我々は、低コストの動画像データ送受信のための

新しいデータ圧縮・再構成の枠組みを提案し（図1）、

バッテリーレス・ワイヤレスで動画像を収集する⼤規模分

散型監視システムを開発しています。

従来の動画像データ圧縮はセンシング後の画素レベルで⾏

われていましたが、我々はイメージセンサとデータ圧縮を

⼀体として考えることで、より無駄のない⾼性能な圧縮セ

ンシング技術の開発に成功しました（図2）。また、圧縮

された画像データの再構成に深層学習を⽤いることで、そ

の性能を⼤幅に改善する技術も開発しました。これらの技

術を統合することで、従来に⽐べ90%以上の消費電⼒の節

減が期待できます。

我々が開発を進める超低消費電力

な監視システムは、環境負荷低減

に大きく貢献することに加え、セ

ンサからの膨大な情報データに基

づき「安全・安心」「QOL」等の

価値を社会にもたらすことで、

Society5.0の実現に必要不可欠な基

盤になることを目指しています。
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圧縮センシングに基づく動画収集システムの開発

図1 圧縮センシングに基づく超低

消費電力の動画収集システム

図2 高品質かつ低消費電力の動画

像圧縮技術
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近年、スマートフォン上の応答アプリや対話ロボットなど、人と機械が音声言語を

使ってインタラクションを行う機会が増えています。しかし、現状の音声インタラク

ションは言語内容に偏重しており、人間が無意識のうちに伝えている気持ちなどを機

械は読み取れていません。また現状で機械が話せるのは事前に準備された内容のみで

あるため、機械が対話を通じて自ら賢くなる技術にも期待が高まっています。

そこで、まず映像や声の韻律などのマルチモーダル情報をもとに、ユーザの言外の情

報を読み取って話す音声対話システムを研究しています（図1）。また対話を通じて

知識を獲得できるシステムを目指して、知らない単語に関する推定結果が正しいかど

うかを、対話の流れから判断する暗黙的確認という手法も提案しています（図2）。

人工知能、特に様々な人と話をする対話システムでは、大量一括生産型ではなく、個々

の家庭や人間に適応できる能力が重要になります。人や社会から信頼される対話システ

ムはきっと、あなたの様子に応じて話してくれて、またあなたが言ったことも覚えてく

れているでしょう。このような技術の応用として、例えば聞き役サービスロボットが考

えられます。高齢化社会を迎える我が国において、話すことによりお年寄りの認知機能

の低下抑制が見込まれます。また、会話を弾ませることができるシステムは、語学学習

分野への応用も考えられます。人の「話したい」「聞いてほしい」という欲求を満たせ

る技術の実現により、メンタルヘルス分野への応用も考えられます。
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図1 センシング結果に基づく対話の例 図2 暗黙的確認による語彙知識獲得
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